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第 1章 研究背景と目的 

 

配偶者との関係、子供との関係については、中国と日本の両国で社会的ネットワークと社

会的サポートの面から生活満足度への影響を分析した研究がかなり行われている。分析の

結果、配偶者や子どもがいること、さらに配偶者や子どもからサポートを受けたり、また

配偶者や子供にサポートを提供したりしている高齢者では生活満足度に有意に高いことが、

中国と日本で共通して観察されている。 

しかし、孫との関係においては次のような課題が残されている。第 1には、中国、日本の

いずれも生活満足度に与える影響に関する研究が少なく、分析結果も一致していない。第 2

には、中国においては、農村地域の高齢者を対象とした研究のみであり、その知見が都市

部に居住する高齢者に一般化できるか否かは不明である。第 3 には、孫との関係が生活満

足度に独自の影響があるか否かをみる場合、それ以外の人間関係の影響、すなわち、配偶

者、子供、非親族との関係の影響を調整することが必要となるが、これまでの研究では、

孫との関係以外の社会関係の影響を調整した研究はほとんどない。 

本研究の目的は、孫とのサポート授受が高齢者の生活満足度に与える影響を、中国の都市

部に居住する高齢者を対象として解明し、農村部で明らかにされた知見の妥当性を検証す

る。分析に際しては、孫以外の人間関係の影響、すなわち、配偶者、子供、非親族との関

係の影響を調整する。 

 

第 2章 研究方法 

 

1. 調査対象 

中国山東省都市部に居住する 60歳以上の男女 200人であった。 

2. 調査方法 

調査は、構造化された質問紙を活用した訪問面接法で行った。 

3．測定 

1) 独立変数（社会関係）：社会的ネットワークと社会的サポートの面から測定した。社会

的ネットワークについては、「別居のお子さん、別居の孫さんやご親戚、友人についておた

ずねします。それぞれ何回くらい一緒に出かけたり、お互いの家を訪ねたりしますか。訪

ねてきてもらうことも含みます」という質問で測定した。選択肢は「1週間に 2回以上」「1

週間に１回くらい」「1カ月に 2、3回」「1カ月に１回くらい」「1カ月に１回より少ない」

「まったくない」「該当者がいない」であった。社会的サポートについては、続柄別（配
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偶者、子供、孫、その他の親族、友人）に、サポートの種類（情報、手段、情緒、承認）

それぞれについて、受領と提供の程度を質問した。情報的なサポートについては、受領の

面では「健康・生活・福祉のことで、相談にのったり、情報を提供してくれますか」、提供

の面では「あなたは、健康・生活・福祉のことで、相談にのったり、情報を提供してあげ

ていますか」という質問で測定した。手段的なサポートについては、受領の面では「2～3

日寝込んだ時、あなたの身のまわりの世話をしてくれたり、家事の援助をしてもらうこと

ができると思いますか」、提供の面では「2～3日寝込んだ時、身のまわりの世話をしたり、

家事の援助をしますか」という質問で測定した。情緒的なサポートについては、受領の面

では「あなたが落ち込んだときに、励ましてくれると思いますか」、提供の面では「あな

たは、落ち込んだときに励ましますか」という質問で測定した。承認的なサポートについ

ては、受領の面では「次の人たちがあなたのよい部分を認めてくれていると思いますか」、

提供の面では「あなたは、次の人たちのよい部分を認めていると思いますか」という質問

で測定した。すべての質問に対する回答の選択肢は、「非常にそう思う」「まあまあそう思

う」「あまりそう思わない」「全くそう思わない」「該当者いない」を 5件法であった。 

2) 従属変数：生活満足度については Wood らによる開発された短縮版 LSI-Z を用いて測

定した。満点は 13点で、合計得点が高いほど生活満足感が高いことを意味している。 

 3) 調整変数（健康状態、社会経済階層、世帯構成、性別、年齢） 

4．分析方法 

分析方法は、階層的投入法を活用した重回帰分析を用いて行った。従属変数に生活満足

度を投入し、重回帰分析を行った。従属変数に生活満足度を投入し、以下のステップで独

立変数を加えていった。第 1段階では孫との社会関係（社会的ネットワークと社会的支援）、

第 2段階では調整変数、第 3段階では配偶者との社会関係、第 4段階では子供との社会関

係、第 5段階では友人との社会関係を加えて、重回帰分析を行った。分析は

IBM SPSS Statistics 26を用いて行った。なお、本研究では、孫のいない人は分析から除

外した。 

5．倫理的配慮 

本研究は、桜美林大学研究倫理委員会にて承認済み（承認番号 20019）である。 

 

第 3章  結果 
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1. 回答者の特性 

回答者は 198人（回収率 99.0％）であった。孫のいない高齢者は 12名であった。そのた

め、本研究で分析に用いたケース数は 186人であった。 

2. 重回帰分析の結果 

階層的投入法を活用した重回帰分析の結果、モデル１は別居の孫とのネットワークおよ

び孫とのサポート授受のみを投入した結果を示した。孫へのサポート提供および孫からの

サポートの受領はいずれも生活満足度に対して有意な正の影響がみられた。別居の孫との

ネットワークは有意な影響はみられなかった。モデル 2では性別、年齢、世帯人数、経済、

障害有無、健康、就学年数を投入した。孫からのサポートの受領の回帰係数はモデル 1 よ

りも小さくなったものの、有意な影響は継続してみられた。サポートの提供は回帰係数に

ほとんど変化なく、継続して有意な影響がみられた。モデル 3 ではさらに配偶者とのサポ

ートの授受を投入した。その結果についても、孫からのサポートの受領の回帰係数はモデ

ル 2 よりも小さくなったものの、有意な影響は継続していた。孫へのサポートの提供の回

帰係数はほとんど変化がなく、有意な影響が継続していた。モデル 4 では別居子とのネッ

トワーク、子供とのサポートの授受を投入した。結果は、孫からのサポートの受領の回帰

係数はモデル 3 よりも小さくなったものの、有意な影響は継続していた。孫へのサポート

の提供は回帰係数がモデル 3 よりもかなり小さくなり、有意な影響がみられなくなった。

最後のモデル 5では友人とのネットワーク、友人とのサポートの授受を投入した。結果は、

孫からのサポートの受領の回帰係数はモデル 4 よりも小さくなったものの、有意な影響は

継続していた。孫へのサポートの提供についてはモデル 4 と比較し、回帰係数が大きくな

り、有意な関連がみられるようになった。 

 

第 4章 考察 

 

本研究では、都市部における高齢者を対象に、基本属性や健康、社会階層指標に加えて、

配偶者との関係、子供との関係、友人との関係など他の続柄における社会関係の影響を調

整したうえで、孫との間での社会関係の生活満足度に与える影響を評価した。分析の結果、

孫との社会関係の中で、孫からのサポートの受領、孫へのサポートの提供のいずれも生活

満足度の向上に有意な影響があることが明らかにされた。すなわち、サポートの受領のみ

でなく、サポートの提供も生活満足度を高めることに貢献することが示唆されている。 
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他方、社会的ネットワークの面からも孫との関係を評価し、この指標が生活満足度に与え

る影響を分析した。分析の結果、孫との社会的ネットワークは生活満足度に有意な影響を

もっていなかった。社会的ネットワークは社会関係の構造的な孫面を評価する指標である

ことから、その機能を発揮する際の条件として位置づけることが可能である。そのため、

社会的ネットワークの生活満足度への影響は、サポートを媒介にしている可能性もある。

そこで、孫との間のサポートの受領・提供に関する変数を除き、社会的ネットワークのみ

を分析モデルに加え、その生活満足度への影響を分析した。その結果は示さないが、この

ような分析を行っても、社会的ネットワークの生活満足度への影響は有意ではなかった。

社会的ネットワークについては、中国では家族との社会的ネットワークが生活満足度の関

係に有意な効果があることが示されている。しかし、家族の間でも続き型別にみると、続

き柄によって生活満足度や幸福感への効果が異なることが示唆されている。配偶者の有無、

子どもの数については、生活満足度に有意な効果があることが示されている。他方、孫に

関しては、孫の存在が高齢者の生活満足感を向上させるという結果が示されている反面、

孫との接触頻度が主観的 well-beingと有意な関連はみられないとの研究もあり、一定の知

見が得られていない。そのため、社会的ネットワークの生活満足度への影響は有意ではな

いという本研究結果については、一般化には慎重であることが必要である。追試が必要で

あろう。 

本研究では、いくつか解消すべき課題が残されている。第 1 が横断研究であることから、

孫との間の関係が原因となって生活満足度の差をもたらしているのか、それとも生活満足

度が低いことが原因となって孫との関係が影響されている可能性が否定できない。縦断研

究を行うことで、孫との間の関係が原因となって生活満足度に差をもたらしているかを特

定する作業が必要である。第 2には、他の続柄との関係との間の交互作用の可能性である。

すなわち、配偶者がいない人、あるいは友人がいない場合や友人との間でサポート関係が

ない人では、孫との間の関係性が生活満足度に与える影響が異なる可能性がある。第 3 に

は、孫の年齢と居住地によって生活満足度への影響が異なる可能性がある点である。すな

わち、年齢が小さい孫と成人の孫、あるいは孫が近くに住んでいるか否かがサポートの授

受や社会的ネットワークに影響している可能性があることから、このような孫の特性をも

考慮した分析が必要である。 

 

結論 

本研究では、都市部における高齢者を対象に、孫との間での社会関係の生活満足度に与
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える影響を評価した。分析の結果、孫との社会関係の中で、孫からのサポートの受領、孫

へのサポートの提供のいずれも生活満足度の向上に有意な影響があることが明らかにされ

た。他方、ネットワークが生活満足度に有意な影響が観察されず、サポートと比較し、そ

の生活満足度への影響が弱いことが示唆された。 
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